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新体制となった沼津市立病院‼
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こ
の
度
、
病
院
長
に
就
任
し
ま
し
た

伊
藤
浩
嗣
と
申
し
ま
す
。

私
は
大
学
卒
業
後
、
１
９
９
０
年
に
埼

玉
医
科
大
学
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
高
度

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
入
局
し
ま
し
た
。

「
救
急
医
は
サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
（
専

門
分
野
）
を
持
つ
こ
と
」
と
の
当
時
の

教
授
（
現
病
院
長 

堤
晴
彦
先
生
）
の
方

針
で
、
初
期
研
修
修
了
後
は
、
東
京
女

子
医
科
大
学
で
２
年
間
、
循
環
器
内
科

を
勉
強
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
循
環
器

内
科
を
さ
ら
に
掘
り
下
げ
て
学
び
た
い

と
の
思
い
か
ら
、
高
度
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
に
籍
を
置
き
な
が
ら
、
１
９
９
４

年
に
北
里
大
学
循
環
器
内
科
の
和
泉
徹

先
生
（
現
名
誉
教
授
）
の
元
に
入
局
し
、

大
学
院
で
勉
強
し
ま
し
た
。
大
学
院
で

は
博
士
号
を
取
得
し
、
関
連
病
院
で
の

勤
務
を
経
て
、
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

で
循
環
器
疾
患
を
中
心
に
診
療
し
て
い

ま
し
た
が
、
和
泉
先
生
か
ら
沼
津
市
立

病
院
の
循
環
器
内
科
医
長
の
退
職
に
伴

う
後
任
と
し
て
推
薦
さ
れ
、
２
０
０
４

年
４
月
に
当
院
の
循
環
器
内
科
に
赴
任

し
ま
し
た
。

　

同
年
、
当
院
に
関
連
大
学
か
ら
救
急

科
専
門
医
が
派
遣
さ
れ
、
地
域
型
３
次

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
全
国
的
な
救
急
科
専
門

医
の
不
足
を
背
景
に
、
当
院
も
救
急
科

専
門
医
が
不
在
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
た

め
、
２
０
１
３
年
か
ら
は
循
環
器
内
科

と
兼
任
し
て
救
命
救
急
部
長
も
務
め
て

い
ま
す
。

　

以
前
は
、「
医
療
は
医
師
と
看
護
師

が
行
う
も
の
」
で
し
た
が
、
現
在
の
急

性
期
医
療
の
現
場
で
は
、
薬
剤
師
・
栄

養
士
・
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
・
臨
床
工

学
技
士
・
臨
床
検
査
技
師
・
メ
デ
ィ
カ

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
・
医
療
専
門

の
事
務
職
員
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
タ
ッ

フ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
持
っ
て
多

層
的
に
介
入
し
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
当
院
で
は
、
ス
タ
ッ
フ

の
育
成
な
ど
良
質
な
医
療
を
提
供
し
て

い
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
に
取
り
組
ん

で
い
く
と
と
も
に
、
地
域
と
の
連
携
を

図
る
こ
と
で
、
地
域
の
急
性
期
医
療
を

維
持
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
患
者
さ

ん
に
寄
り
添
い
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
こ
と
を
主
旨
と
す
る
基
本
理
念

「
市
民
の
た
め
に
共
に
歩
む
病
院
」
の

も
と
、
今
後
も
安
心
安
全
な
医
療
体
制

を
維
持
し
、
地
域
に
お
け
る
役
割
を
果

た
し
て
い
き
ま
す
。

伊
藤
浩
嗣
病
院
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ



MessageMessage 副院長からみなさまへごあいさつ副院長からみなさまへごあいさつ

　私は、静岡県東部（三島市）出身です。古い話になりますが、静岡県東部には、

小野伸二さん（沼津市出身）、高原直泰さん（三島市出身）、川口能活さん（富

士市出身）、内田篤人さん（函南町出身）など、サッカー日本代表となった優秀

な選手がたくさんいますが、彼らは中学あるいは高校になると、静岡県中部の

学校に進学してしまいました。初期臨床研修医も同様で、静岡県の奨学金制度

を利用している多くの研修医は、中部・西部の病院で研修しており、東部の病

院で研修している研修医は少ない状況です。

　そのような状況を打開したく、私は「静岡県東部で人を育てたい」というこ

とを目標に、優秀な専門医・指導医を増やし、多くの研修医を輩出する魅力あ

る病院になるよう努力していきます。また、「人材育成センター」の一員として、

研修医のみならず、全ての職員のスキルアップに貢献できたらと思います。

　沼津市立病院の周辺には、当院を含め 4 つの基幹病院とがん・脳疾患・心疾

患の各専門病院があり、地域住民の皆様にとっては恵まれた地域だと思います。

その中で、当院は「市民のために共に歩む病院」を基本理念として、地域に密

着した総合病院として運営されてきました。今年度からは病院管理者の一員と

して、病院全体の管理運営や地域医療の方策を、現在だけでなく将来にわたっ

ても考えなければなりません。

　当院は、明治 2 年に杉田玄端先生（杉田玄白の義理の孫）が沼津病院として

設立された歴史のある病院です。先人達が 100 年以上の長きにわたって築いて

きた地域の方々からの信頼を大切にし、今後も皆様の期待に応えられるよう職

員と力を合わせ、伊藤病院長を中心に病院職員全員が同じ方向を向いていける

ように、副院長として努力していきます。皆様のご支援、ご協力をお願い申し

上げます。

副院長 ( 兼 診療部長 兼 脳神経内科部長 兼 臨床研修センター長 )副院長 ( 兼 診療部長 兼 脳神経内科部長 兼 臨床研修センター長 )

副院長 ( 兼 外科部長 兼 医療安全管理室長 )　副院長 ( 兼 外科部長 兼 医療安全管理室長 )　

菅本 祐司菅本 祐司

姉﨑 利治姉﨑 利治
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― 市民のために　共に歩む病院 ―

たくさんのありがとう！をいただき
医療現場で活躍しています。

あなたにもできる！
当院は医師や看護師を支える人材を求めています。

　看護補助者は、 病院内において医療チームの一員として看護業務の
サポートをする重要な役割を担っています。 主には、 患者さんの食事 ・
入浴の補助や院内の移動 ・ 誘導など患者さんの介助を行う業務です。
医療行為を行うことはできませんが、 患者さんの一番近くで回復を見守
り、 支える存在といえます。
　特別な資格は不要です。 誰かの役に立ちたい、人と接することが好き、
思やりのある優しい方など、 この仕事に興味がある、 看護補助者として
働いてみたい、 当院で実際に働いている看護補助者を見学してみたい
など、 ご希望がありましたら看護部長室 (055-924-5100） までお問
い合わせください。

　さまざまな業務に対応するため体力も必要ですが、 患者さんや病院の
スタッフから感謝の言葉をかけられると大きな喜びを感じます。
　子育てや介護をしながら働いている仲間がたくさんいます。 とてもやり
がいのある仕事です。

看護補助者の声　

看護補助者を紹介します。

資格は

いらないよ

病院看護補助者の仕事説明＆体験会の情報はこちら→

　私が心掛けていることの１つは、 患者さんとのコミュニケーションです。
　コロナ禍で面会も制限されていますので、 入院中の不安やストレスが
少しでも緩和できたらと思っています。 また、日頃から細やかな「 気遣い」
「 気付き」「 お声掛け」 が出来るよう努めています。


